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スタンダードカラー年賀状は４面付年賀はがき（１通当り85円）を使用します

8585

8585

C-001 C-002 C-003 C-004

C-005 C-006 C-007 C-008

C-009

C-010 C-011 C-012

★はがきお持ち込みについて
ご注文商品に合ったはがき（各商品のページに掲載しています）をお買い求めください。
商品と合わないはがきは、当社にて適合するはがきに交換いたしますのでご了承願います。
なお、写真用はがき(95円)には印刷できませんので、お買い求めの際はご注意ください。
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─手にとって 心にひびく 新たな年のごあいさつ─



スタンダードカラー年賀状・写真フレーム年賀状は４面付年賀はがき（１通当り85円）を使用します
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スタンダードカラー年賀状・写真フレーム年賀状は４面付年賀はがき（１通当り85円）を使用します
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４面付年賀はがき
（１通当り85円）
を使用します

8585

8585

C-028

C-029 C-030 C-031

P-104
P-105

P-106
P-107

P-108
P-109

P-110
P-111

P-101
P-102

P-103

C-013 C-014 C-015 C-016

C-017 C-018 C-019 C-020

C-021 C-022 C-023

C-024 C-025 C-026 C-027

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ラ
ー
年
賀
状

写
真
フ
レ
ー
ム
年
賀
状

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ラ
ー
年
賀
状



エコノミーカラー年賀状はインクジェット年賀はがき（１通当り85円）を使用します
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エコノミーカラー年賀状はインクジェット年賀はがき（１通当り85円）を使用します
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モノクロ年賀状は普通紙年賀はがき（１通当り85円）を使用します
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B-316

B-317

B-314

B-315

モ
ノ
ク
ロ
年
賀
状

本
年
中
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M3

本
年
中
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M3

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

M22390‒0000　作業者

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

M22390‒0000　作業者

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

新
年
早
々
お
年
始
状
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
は
喪
中
の
た
め
年
頭
の
ご
挨
拶
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
き
折
柄
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
下
さ
い

　
　令
和
九
年
　一
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

K12390‒0000 作業者

見本 K1

寒
さ
厳
し
き
折 

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か

お
か
げ
さ
ま
で
私
ど
も
は
無
事
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す

時
節
柄 

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い

　
　令
和
九
年  

一
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

K22390‒0000　作業者

見本 K2 ●
喪
中
に
年
賀
状
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の

返
信
と
し
て

●
喪
中
は
が
き
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の

時
候
の
挨
拶
状
と
し
て

お
使
い
い
た
だ
け
る
は
が
き
で
す
。

喪
中
は
が
き

　寒
中
見
舞
は
が
き

寒
中
見
舞
は
が
き

用
紙
の
種
類 

と 

文
章
見
本 

を
お
選
び
く
だ
さ
い

●
見
本
以
外
の
文
章
承
り
ま
す
。
原
稿
を
添
え
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

●
見
本
以
外
の
文
章
承
り
ま
す
。
原
稿
を
添
え
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

文章 M1文章 M2文章 M3

枠つき絵入り（胡蝶蘭） 枠なし絵入り（惜日）

※官製はがきにこの柄の印刷はできません。

申
込
書
に
文
例
の

　
　部
分
へ
印
刷
す
る

内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●印刷料金（私製はがき用紙代含む・消費税込）
喪中枠つき・枠なしはがき
寒中見舞いはがき（黒１色）
1～ 20枚
21～ 40　
41～ 60　
61～ 80　
81～100　
101枚以上 
20枚毎に

￥3,630
￥3,960
￥4,290
￥4,620
￥4,950

＋￥330

喪中絵入りはがき
（胡蝶蘭／惜日）
1～ 20枚
21～ 40　
41～ 60　
61～ 80　
81～100　
101枚以上 
20枚毎に

￥3,740
￥4,180
￥4,620
￥5,060
￥5,500

＋￥440

●官製はがきへの印刷　●本カタログに掲載のない絵入り用紙
●オリジナルデザイン　●カラー印刷　●宛名印字　など
各種ご希望承ります。詳しくはお問い合わせください。



モノクロ年賀状は普通紙年賀はがき（１通当り85円）を使用します
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B-308 B-309 B-310

B-305 B-306 B-307

B-301 B-302 B-303 B-304

B-311 B-312 B-313

B-316

B-317

B-314

B-315

モ
ノ
ク
ロ
年
賀
状

本
年
中
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M3

本
年
中
に
皆
様
よ
り
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す

時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M3

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

M22390‒0000　作業者

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

M22390‒0000　作業者

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

新
年
早
々
お
年
始
状
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
は
喪
中
の
た
め
年
頭
の
ご
挨
拶
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
き
折
柄
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
下
さ
い

　
　令
和
九
年
　一
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

K12390‒0000 作業者

見本 K1

寒
さ
厳
し
き
折 

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か

お
か
げ
さ
ま
で
私
ど
も
は
無
事
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す

時
節
柄 

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い

　
　令
和
九
年  

一
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

K22390‒0000　作業者

見本 K2 ●
喪
中
に
年
賀
状
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の

返
信
と
し
て

●
喪
中
は
が
き
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の

時
候
の
挨
拶
状
と
し
て

お
使
い
い
た
だ
け
る
は
が
き
で
す
。

喪
中
は
が
き

　寒
中
見
舞
は
が
き

寒
中
見
舞
は
が
き

用
紙
の
種
類 

と 

文
章
見
本 

を
お
選
び
く
だ
さ
い

●
見
本
以
外
の
文
章
承
り
ま
す
。
原
稿
を
添
え
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

●
見
本
以
外
の
文
章
承
り
ま
す
。
原
稿
を
添
え
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

九
月
に 

父 

蓮
夫 

が
八
十
八
才
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
八
年
十
二
月

電
話
（
〇
二
四
）
五
九
九
―
二
二
二
二

福

島

太

郎

華

子

〒
九
六
〇
―
一
二
三
四

福
島
市
一
番
町
二
丁
目
三
―
四

2390‒0000　作業者 M1

文章 M1文章 M2文章 M3

枠つき絵入り（胡蝶蘭） 枠なし絵入り（惜日）

※官製はがきにこの柄の印刷はできません。

申
込
書
に
文
例
の

　
　部
分
へ
印
刷
す
る

内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●印刷料金（私製はがき用紙代含む・消費税込）
喪中枠つき・枠なしはがき
寒中見舞いはがき（黒１色）
1～ 20枚
21～ 40　
41～ 60　
61～ 80　
81～100　
101枚以上 
20枚毎に

￥3,630
￥3,960
￥4,290
￥4,620
￥4,950

＋￥330

喪中絵入りはがき
（胡蝶蘭／惜日）
1～ 20枚
21～ 40　
41～ 60　
61～ 80　
81～100　
101枚以上 
20枚毎に

￥3,740
￥4,180
￥4,620
￥5,060
￥5,500

＋￥440

●官製はがきへの印刷　●本カタログに掲載のない絵入り用紙
●オリジナルデザイン　●カラー印刷　●宛名印字　など
各種ご希望承ります。詳しくはお問い合わせください。


